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植物油インキで印刷しています。　再生紙を使用しています。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流センター
や図書館、まちづくりセンターなど市の公共施設にも置いています。市ホームページ、スマホから
もご覧いただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報課まで。
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まちの

人口
平成30年５月１日現在　　人口118,703人　　男58,065人　　女60,638人　　世帯数45,396世帯

平成30年４月中の異動　　転入320人　　転出371人　　出生58人　　死亡115人　　婚姻48件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。

掲載を希望する人は市民広報課（☎６５−６５０４）まで申込みください。
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しっかり者の海翔、いつも元気一杯のあかね。

これからも兄妹仲良く元気に育ってね。
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お兄ちゃんが大好きな柊疏君。家族みんないつも柊疏

君の笑顔に元気もらってるよ♡いつもありがとう♡

ふんわりと甘い香りが漂う店内。
早野さんは次々にせんべいを焼き上
げ、手際よく袋詰めをしていきます。

故郷は南国フィリピン。仕事のた
め来日し、結婚を機に長浜での暮ら
しが始まります。嫁いだのは老舗の
せんべい屋さん。結婚生活と同時に
家業を手伝う日々が始まり、以来12
年が経ちます。

当時は苦手だった日本語も、長浜
市民国際交流協会(NIFA)の日本語教
室に通って習得。教室やイベントを
通じて様々な国の人との交流も数多
くあり、すぐに長浜暮らしが楽しく
なったのだとか。

昔ながらに伝わるせんべいの味
は、フィリピンの家族や友人にも好
評で、「みんな美味しいと食べてくれ

ます。友達には味噌せんべいが人気」
と笑顔で語りながらも、「サンフラワ
ーシーズ(ひまわりの種)を入れてせん
べいを焼いてみたい」など、想像力を
働かせます。味も見た目も、四季折々
の季節に合った商品を作りたいと、
積極的に新しい商品のアイデアも自
ら提案しています。

異国から来たとはいえ、お店でつく
るせんべいの味には自信を持つ早野
さんは「どこにも負けない美味しさ」
と語り、その味に負けないよう、綺麗
な商品作りにも砕身します。「せん
べいに焼印を押したり、山椒の葉っ
ぱを入れる作業は特に難しい」という
せんべい作りそのものはもちろん、
包装の出来栄えにもこだわるなど一
つひとつの工程を大切にしていま

す。「お客さんから美味しいと褒めら
れることが何より幸せ」という言葉
に、仕事に対する真摯な姿勢と実直な
人柄が窺えます。

料理が好きで、得意のフィリピン
の家庭料理はもちろん、日本料理も
お手のもの。「将来はフィリピン料理
のお店も出せたら。日本人の皆さん
にも美味しさを知ってほしい」と夢
を語ります。

「このお店をずっと守り続けてい
きたい」と意気込む早野さんが好きな
言葉は「成せば成る」。頑張ればその
努力は必ず実るというひたむきな姿
勢と、南国が育んだ明るい陽気さを併
せ持つ早野さんの人懐っこい笑顔
で、創業80年以上を誇る老舗を支え
ていきます。

撮影場所：早野煎餅総本舗

　

早野　アミ早野　アミさん（南高田町）さん（南高田町）
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